2012年度出題予定
（2）1920年代初めに国民党の改組や共産党の結成が進展した背景
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中国国民党の結成
1919年ヴェルサイユ会議で中国代表の山東半島返還要求が拒否される
→中国の人々の間に落胆と怒り、北京で多くの集会やストライキが行われ、全国に飛び火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・五・四運動
「反日運動」「反植民地主義の民族主義的運動」「反軍閥運動」「反資本家運動」であった。
1919年10月、中華革命党（1914～）を解散して改めて中国国民党を結成。
五・四運動以降、中国の青年達に共産主義思想への共感が拡大。
反日愛国運動は、孫文にも影響を与え、「連ソ容共・労農扶助」と方針を転換。旧来のエリートによる野合政党から近代的な革命政党へと脱皮することを決断し、ボルシェビキをモデルとした。ロシアからコミンテルン代表のボロディンを国民党最高顧問に迎え、赤軍にあたる国民革命軍と軍官学校を設立した。他にもソビエト連邦共産党のシステムを学び、ソビエト連邦と同様の党国体制を布いた。
1921年に中国共産党が樹立されると、中国国民党は民族主義の立場から反共主義をとった。

ロシア革命と中国共産党結成
1917年にロシア革命を成功させたボルシェビキ政権が、ロシア・ソヴィエト連合社会主義共和国を設立。全世界の労働者・農民と連携して世界各国で共産主義革命を進めるため、「共産主義インターナショナル」（コミンテルン）を結成。また、かつてロシアが中国に対して締結した不平等条約を破棄することを宣言した。（カラハン宣言）
 1921年7月、五･四運動での反帝国主義･反封建主義の高まりや､中国社会主義青年団の成立などを背景として、コミンテルンの主導により、陳独秀や李大釗、毛沢東らが各地で結成していた共産主義組織を糾合する形で、上海にて中国共産党第1次全国代表大会（第1回党大会）を開催、共産党が結成された。


・・・これらの政党はロシア革命の影響を受けており、議会政党というよりも明確な計画性と組織性を備えた革命政党を目指した


1922年　コミンテルン極東民族大会において「植民地・半植民地における反帝国主義統　　一戦線の形成」という方針採択
1923年　ソ連との連帯を鮮明にした「孫文・ヨッフェ共同宣言」が発表される。孫文は知識人中心から民族大衆中心へと国民党を改組。コミンテルン代表のボロディンが孫文の顧問となり､一切の革命勢力を国民政党のもとに結集することを勧告｡
1924年1月　第一回国民党全国大会(一全大会)において中国国民党と中国共産党の提携(合作)を正式に決定
｢連ソ･容共･扶助工農｣の三大政策のもとに国民革命の目標を定める
この大会で孫文が提唱した建国大綱は新三民主義といわれ三民主義の新しい理論的展開とされる





見づらくてごめんなさい
間違いなどあったら訂正お願いします　　　　　　　　　　
